
　　 し　 　ば 　　り 　ょ 　う 　た 　ろ 　う

司 馬 遼 太 郎司 馬 遼 太 郎司 馬 遼 太 郎司 馬 遼 太 郎
＊ 大正１２年8月７日 大阪生まれ

＊ 平成８年２月１２日 没 （７２歳）

○  略 歴

昭和35年 新聞社在職中に「梟の城」で第42回直木賞受賞 昭和36年退社 以後作家業に専念
(37歳)

昭和37年 坂本龍馬を描いた「竜馬がゆく」、土方歳三を扱った「燃えよ剣」の連載開始
(39歳) 動乱期の人間像を独自の解釈でいきいきと描く

昭和38年 戦国時代を舞台とした「国盗り物語」の連載開始
(40歳) その後数多くの歴史小説を発表

昭和46年 紀行随筆「街道をゆく」の連載開始（～平成8年）
(48歳)

昭和61年 文明批評「この国のかたち」の連載開始（～平成8年）
(63歳)

昭和62年 「韃靼疾風録」   その後は紀行・随筆に精力を傾ける
(64歳)

平成3年 文化功労者に選ばれる

(68歳)

平成5年 文化勲章受章

(70歳)

平成10年 長崎市風頭公園に「司馬遼太郎『竜馬がゆく』文学碑」が建立される

○  主な受賞歴

昭和35年 第42回直木賞 「梟の城」

昭和41年 第14回菊池寛賞 「竜馬がゆく」「国盗り物語」

昭和51年

平成3年 文化功労者

平成5年 文化勲章

○  その他の代表作

    功名が辻(昭40)、坂の上の雲(昭44～47)、翔ぶが如く(昭50～51)

    胡蝶の夢 (昭54)、菜の花の沖（昭57）、風塵抄(平3～8)

昭和50年度日本芸術院賞恩賜賞「空海の風景」など

　　　写真提供：シーボルト記念館


